
１
「
情
緒
筒
冒
Ｏ
ゴ
Ｏ
ｚ
）
」
研
究
と
社
会
科
学

「
情
緒
宙
三
○
ヨ
○
ｚ
）
」
研
究
が
社
会
諸
科
学
の
関
心
を
集
め
つ
つ
あ

ス
》
○

例
え
ば
、
心
理
学
』
一
九
六
○
年
代
頃
か
ら
、
認
知
の
一
要
素
と
し
て
の

情
緒
が
実
験
的
に
も
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
社
会

学
。
一
九
七
○
年
代
頃
か
ら
、
「
情
緒
社
会
学
」
を
自
称
す
る
研
究
が
現
れ
、

実
証
分
析
の
成
果
も
あ
が
り
つ
つ
あ
る
。
文
化
人
類
学
で
も
、
情
緒
経
験
の

文
化
比
較
な
ど
、
情
緒
を
直
接
扱
っ
た
研
究
が
最
近
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
歴
史
学
で
も
、
一
九
六
○
年
に
出
版
さ
れ
た
ア
リ
エ
ス
の
「
子
供
の
誕

（
１
入
）

生
」
以
来
、
情
緒
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
蓄
蔵
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
に
、
共
通
す
る
特
徴
は
、
「
情
緒
現
象
」
の
文
化
規
定
性
を
主
張

す
る
所
に
あ
る
。
情
緒
は
、
決
し
て
本
能
に
よ
っ
て
一
○
○
％
規
定
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
文
化
的
な
要
素
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
立
場
が
、
社
会
科
学
に
お
け
る
情
緒
研
究
を
開
花
さ
せ
た
。

情
緒
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、
情
緒
現
象

が
、
理
論
的
に
も
資
料
的
に
も
、
成
熟
し
た
社
会
諸
科
学
の
最
後
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
事
、
第
二
に
は
、
離
婚
の
増
大
や
性
の
多
様

〔
学
界
展
望
〕

情
緒
（
感
情
）
分
析
と
家
族
研
究

山
田
昌
弘

２
家
族
研
究
と
情
緒
分
析

我
々
の
社
会
で
は
、
家
族
と
情
緒
の
関
係
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
が

あ
る
。
し
か
し
、
従
来
、
家
族
情
緒
は
、
主
観
的
判
断
に
よ
り
、
規
範
的
に

論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
母
性
愛
は
本
能
」
「
こ
れ
が
本

当
の
愛
情
だ
」
「
家
族
愛
が
必
要
」
「
伴
侶
性
」
な
ど
の
表
現
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
他
の
部
分
が
客
観
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
て
も
、
家
族
情
緒
の
部
分
に

な
る
と
、
主
観
的
価
値
が
当
り
前
の
も
の
と
し
て
入
り
込
ん
で
く
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
。

学
問
的
領
域
で
は
、
発
達
心
理
学
、
教
育
心
理
学
、
精
神
分
析
学
の
分
野

で
、
主
に
「
子
ど
も
の
情
緒
的
発
達
」
の
視
点
か
ら
、
家
族
情
緒
が
論
じ
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
や
は
り
、
「
模
範
的
な
情
緒
的
発
達
の
パ
タ
ー
ン
」

（
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
家
族
を
モ
デ
ル
と
し
た
）
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
前
提
す
る

規
範
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
傾
き
が
ち
で
あ
っ
た
。

我
々
の
社
会
の
「
内
部
」
か
ら
見
れ
ば
、
あ
た
り
ま
え
、
当
然
で
、
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
家
族
情
緒
の
パ
タ
ー
ン
（
母
性
愛
、
夫
婦
愛
、
子
ど

も
の
情
緒
的
発
達
な
ど
）
を
客
観
的
に
、
価
値
自
由
的
に
論
じ
る
こ
と
は
、

非
常
に
雌
し
い
作
業
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
家
族
情
緒
を
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
分
析

す
る
議
論
は
、
我
々
の
社
会
を
外
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
文
化
人
類

学
、
社
会
史
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
精
神
分
析
学
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
諸
潮

流
か
ら
出
て
き
た
。
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
、
ト
ロ
ブ
リ
ァ
ン
ド
島
調
査
か

化
遥
友
愛
関
係
の
重
視
な
ど
諺
人
々
が
「
情
緒
」
、
特
に
愛
情
に
寄
せ
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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ら
、
西
洋
近
代
以
外
の
家
族
情
緒
パ
タ
ー
ン
が
実
在
す
る
こ
と
を
実
証
し
、

ラ
デ
ィ
カ
ル
精
神
分
析
学
者
達
は
、
フ
ロ
イ
ト
が
想
定
し
た
情
緒
・
〈
タ
ー
ン

が
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
家
族
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
ア

リ
エ
ス
、
シ
ョ
ー
タ
ー
、
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
な
ど
の
社
会
史
家
達
は
、
中
世
ヨ

ー
ロ
ッ
・
〈
社
会
で
の
家
族
情
緒
・
〈
タ
ー
ン
が
我
々
の
社
会
の
と
は
か
な
り
異

な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
、
フ
ェ
、
、
、
ニ
ズ
ム
の
理
論
家
は
、
近
代
社
会
の

母
性
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
女
性
の
抑
圧
に
荷
担
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
す
る
。

家
族
の
情
緒
分
析
学
と
い
う
分
野
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
家
族
情
緒
に

関
す
る
研
究
は
、
学
際
的
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
精
神
分
析
学

の
論
文
の
傍
証
と
し
て
ア
リ
エ
ス
の
知
見
が
使
わ
れ
た
り
、
発
達
心
理
学
の

論
文
の
中
で
と
し
て
文
化
人
類
学
の
情
緒
分
析
の
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
た
り

（
ｏ
＆
）

す
る
。こ

れ
ら
の
諸
研
究
を
概
観
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
共
通
し
た
関
心
が
承
ら

れ
る
。
研
究
成
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
点
を
、
二
つ
に
ま
と

め
て
ゑ
た
。

①
家
族
情
緒
パ
タ
ー
ン
の
多
様
性

ま
ず
、
明
か
に
な
っ
て
き
た
も
の
は
、
「
母
性
愛
」
「
恋
愛
」
「
家
族
愛
」

な
ど
、
我
々
の
社
会
で
本
能
的
と
見
な
さ
れ
が
ち
な
家
族
の
情
緒
パ
タ
ー
ン

は
決
し
て
普
遍
的
で
な
い
こ
と
が
調
査
デ
ー
タ
や
資
料
で
も
っ
て
示
さ
れ
た

こ
と
だ
。

「
母
性
愛
」
を
例
に
と
っ
て
承
よ
う
。
文
化
人
類
学
の
知
見
に
よ
る
と
、
わ

れ
わ
れ
の
考
え
る
よ
う
な
母
性
愛
が
ま
っ
た
く
観
察
さ
れ
な
い
民
族
が
い
く

つ
か
存
在
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
に
対
す
る
愛
他
的
な
態
度
が
オ
バ
な
ど
親

②
近
代
家
族
の
情
緒
パ
タ
ー
ン
の
形
成

次
に
、
近
代
家
族
特
有
の
情
緒
パ
タ
ー
ン
が
ど
う
い
う
過
程
で
形
成
さ
れ

て
き
た
か
に
つ
い
て
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
が
、
家
族
史
の

最
大
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
も
あ
り
続
け
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
比
較
的
類
似
し
た
過
程
を
辿
っ
た
と
思
わ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社

会
で
も
、
地
域
や
、
階
層
に
よ
り
、
近
代
家
族
の
情
緒
パ
タ
ー
ン
の
形
成
過

程
が
異
な
っ
て
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
タ
ー
は
、
子
ど
も
へ
の
愛
着

は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
層
に
出
現
し
、
徐
々
に
下
層
に
広
が
り
、
恋
愛
を
核
と
し

た
夫
婦
の
愛
情
は
、
下
層
階
級
に
出
現
し
、
徐
々
に
上
層
に
広
が
っ
た
と
言

族
に
拡
大
さ
れ
て
存
在
し
て
い
る
民
族
も
あ
る
。
ア
リ
エ
ス
や
パ
ダ
ン
テ
ー

ル
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

社
会
で
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
情
緒
的
態
度
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
と
か
な

り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。

近
代
以
前
に
「
母
性
愛
」
が
あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た
か
と
い
う
議
論
を
す

る
必
要
は
な
い
。
「
非
」
近
代
社
会
と
の
比
較
に
よ
り
、
近
代
家
族
の
「
母

性
愛
」
の
特
殊
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
事
が
重
要
な
の
だ
。
例
え
ば
、

「
母
性
愛
は
自
分
の
子
ど
も
に
し
か
働
か
な
い
」
と
か
「
愛
他
行
動
は
母
性

愛
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
か
「
母
性
愛
は
科
学
に
正
当
性
を
求
め
続

け
て
い
る
」
な
ど
、
近
代
家
族
で
の
情
緒
パ
タ
ー
ン
に
の
ゑ
出
現
し
た
特
徴

が
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
る
。
夫
婦
間
の
情
緒
に
関
し
て
も
「
愛
情
経
験
に
よ

り
正
当
化
さ
れ
る
夫
婦
」
と
か
、
家
族
全
体
に
関
し
て
は
「
排
他
的
情
緒
共

同
体
と
し
て
の
家
族
」
と
い
っ
た
特
徴
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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う
仮
説
を
立
て
る
が
、
反
論
も
多
い
。
他
の
思
想
的
、
社
会
的
、
経
済
的
、

政
治
的
条
件
と
ど
の
よ
う
に
連
関
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
近
代
家
族
情
緒
・
ハ

タ
ー
ン
形
成
過
程
の
一
定
「
法
則
性
」
を
実
証
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

日
本
も
含
め
た
非
西
欧
社
会
も
、
近
代
家
族
の
情
緒
パ
タ
ー
ン
の
影
響
か

ら
免
れ
て
は
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
非
西
欧
社
会
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る

家
族
史
の
デ
ー
タ
の
蓄
菰
は
十
分
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

ろ
う
。３

今
後
の
家
族
情
緒
砂
究
の
課
題
。

前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
家
族
情
緒
」
に
関
す
る
法
則
定
立
が
可
能

か
と
い
う
所
が
、
今
後
の
家
族
情
緒
研
究
の
課
題
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

先
に
ふ
た
シ
ョ
ー
タ
ー
の
仮
説
、
ア
リ
エ
ス
の
「
情
緒
量
一
定
の
法
則
（
中

世
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
薄
く
広
い
情
緒
関
係
か
ら
、
近
代
の
狭
く
濃
密
な
情
緒
関

係
へ
）
」
、
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
の
「
近
代
社
会
に
お
け
る
愛
と
性
と
夫
婦
の
一

致
」
、
そ
し
て
、
「
恋
愛
結
婚
の
誕
生
」
「
母
性
愛
の
成
立
」
な
ど
有
力
な
仮

説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

家
族
情
緒
の
法
則
性
の
実
証
に
は
、
陳
腐
な
言
い
方
だ
が
、
ミ
ク
ロ
と
マ

ク
ロ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
結
合
が
必
要
だ
ろ
う
。
１
で
述
べ
た
心
理
学
、
社
会

学
な
ど
で
開
拓
さ
れ
た
対
面
的
な
情
緒
分
析
の
方
法
、
文
化
人
類
学
で
考
案

さ
れ
た
情
緒
の
文
化
比
較
の
方
法
な
ど
を
用
い
、
家
族
史
の
デ
ー
タ
を
吟
味

す
る
事
が
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
恋
愛
と
か
母
性
愛
、
家
族
愛
な
ど
は
、
わ

れ
わ
れ
の
社
会
の
言
葉
、
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
を
学
術
用
語
と
し
て
ア
プ
リ

オ
リ
に
用
い
る
と
誤
解
を
招
く
。
近
代
以
前
に
「
母
性
愛
」
が
あ
っ
た
、
な

か
つ
た
と
い
う
論
争
の
不
毛
性
は
、
主
に
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。
各
情
緒
の

意
味
を
吟
味
し
、
構
成
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
情
緒

（
３
）

。
〈
タ
ー
ン
に
関
す
る
法
則
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

（
１
）
心
理
学
の
状
況
は
、
浜
治
世
（
編
）
一
現
代
基
礎
心
理
学
８
、
動
機
・

情
緒
・
人
格
』
（
ら
圏
、
東
大
出
版
会
）
に
詳
し
い
。
社
会
学
で
は
、

岡
原
正
幸
「
感
情
経
験
の
社
会
学
的
理
解
」
（
ら
雷
、
『
社
会
学
評
論
』

路
１
ｓ
、
山
田
昌
弘
「
情
緒
社
会
学
序
説
」
（
ら
圏
、
『
東
京
学
芸

大
学
紀
要
３
部
門
』
鶴
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
文
化
人
類
学
で
は
、

二
罰
⑦
昌
言
斥
画
〉
〉
国
昌
ご
臼
〕
同
旨
○
国
○
房
“
ご
己
ぐ
日
麗
一
日
○
三
目
局

の
胃
。
弓
。
勺
》
．
（
乞
盟
》
シ
旨
の
国
８
国
シ
ロ
ニ
〕
○
一
ｓ
〕
○
一
○
四
異
く
○
一
・
麗
）

が
情
緒
を
直
接
扱
っ
た
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
社
会
史
の
分
野
に

お
い
て
は
、
ア
リ
エ
ス
以
降
、
単
に
形
態
的
問
題
に
と
ど
ま
る
だ
け
で

な
く
、
手
紙
や
絵
画
な
ど
様
之
な
資
料
か
ら
「
情
緒
」
の
問
題
に
積
極

的
に
踏
糸
込
む
研
究
が
相
次
い
で
い
る
。

（
２
）
勺
○
ｍ
厨
『
》
三
ロ
ュ
ハ
○
Ｈ
三
８
一
目
言
ｏ
ｑ
Ｏ
｛
吾
の
夛
三
ご
》
（
ら
認
》

○
○
日
ご
冒
匡
目
）
お
よ
び
、
シ
ャ
フ
ァ
ー
『
母
性
の
は
た
ら
き
』

（
己
司
ｌ
ら
ご
》
サ
イ
エ
ン
ス
社
）
参
照
。

（
３
）
実
験
的
な
試
み
と
し
て
、
山
田
昌
弘
「
近
代
家
族
に
お
け
る
情
緒
の

二
つ
の
意
味
」
（
ら
弓
、
『
現
代
社
会
学
』
侭
）
参
照
。

（
東
京
学
芸
大
学
・
社
会
学
）
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